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1目 的】r 宮頸祁上 皮内病変 と HPV との 関連 は知 られ て い る が high　r量sk 群 （HPV16。18等） と intermediate　risk 　＃羊 （IIPV
52，53，58等）が注 目さ れ る．両者に お い て も病変が progressする 群 （P 群 ） と regress す る群 （R 群 ）が あ る が 原 因は 不 明 で

ある．そこ で HPV 　high　risk 群 とi凪 ermcdiate 　rlsk 群 に お け る CIN1及 び 2 の P 群 と R 祥の 局所免疫応答 Estrogen　receptor

（ER ）を調べ 両群 の 生 物学的相違 につ い て 検 討 した．1方法】組 織 診 断が な され た CIN の うち high　risk 詣・29例 ，
　 imermediatc

risk 群10例 7 計39例 の 紐 織標 本 を用 い
，　 Langerhans 　ceit に は抗 SIOO蛋白抗体，11elper／inducerT細胞1こは抗 CD4抗 体，　 sup −

pressor／cytotoxicT 細 胞 に は 抗 CD8 抗 体，　 ER に は 抗 ER 抗体 を用 い て 免疫染色 を 行 い P 群 17例，　 R 群 22例 に お ける 上 皮内，
ヒ皮 ド間質の 免疫関連陽性細胞を観察 し，陽陸細胞数を平均 ± 標 準偏茎で 表 し，ER につ い て は 陽性，陰性 を検討 した．統計

1

学的処理 は r検定，X2検定を）
’Nい p＜ O．05を有意差 あ りと した．【成 績】P 群 の 上 皮下 間質 に お ける Slootft　H は3，7 ± 5．8，　R 群 に お

い て は 7．7± 8．  で あ り向群 に有 意差 を 認 め た （p〈 O．05）．上 皮下 間質に お ける P 群 ER （＋）は35．3％，　 ER （
一
）は9．5％ で あ っ

たが 両群 に有意差を恩め なか っ た （p ＝O．｛〕8）．闘質 に お け る CD8 陽汁細胞数は P 群 に 多か っ た が有 意差 を認 め な か っ た．　 CD
4につ い て は評価不能 で あ っ た．上 皮内の 免疫関連細胞 につ い て は統計的 に重要性 を認 め なか っ た．瑟絆論】P 群 で は R 群 に 比

べ 上皮下間質 Langerhans 　cd ［の 肩意な減少 が み られ ER 陽 i牛率 が 高 い 傾 向 に あ っ た．す な わ ち high　risk 群，　 interrnediate
risk 群 に おける病変 の 進行と退彳亅に は局所免疫応答と Estr。gen が 重 要な役割を果た して い る こ とが示唆され た．
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1目的】子 宮 頭癌発 症 に は HPV 感染 と HLA 遺 伝子多型 な どの 宿 主要囚の 関与が 考え られ て い る．今 回 我 々 は，囗本人 と子宮

頸癌発 生率 が 先進国の 5〜10倍高い ボ リ ビア の f宮頭癌発症例 に お け る IIPV感染 と HLA の 遺 伝背景 を 解析 し検討 した。【方
法！亠科 とボ リビ ア の 協力病院 を受診 した 子宮頸癌症例 （41例）と当地区 お よび ボ リ ビ ア の 健 康 正 常人 （22例）を対 象 と した ，
子宮頸瘤 組織標本 と千宮噸部 ス メ ア 細胞か ら抽出し た DNA を朋 い ，　PCR −RFLP 法で HPV −DNA を検出 した．さ らに，リ ン

パ 球ある い は ス メ ア 細胞 よ り抽出 した DNA を用 い て，　 PCR −SSO 法お よ び ARMS 法 で HI ヘ ク ラ ス 1（A，B，C）を，　 PCR −SSO
法で IILA ク ラス II （DRBI “

，DQBI
“
）ア リル タイ ピ ン グ を行 っ た．【成績】（1） ボ リ ビ ア症例 の 悪性型 HPV −DNA 陽性率 は 23

／41 （56．1％ ）で あ っ た．（2）当地 区で は IIPX　 16週が 優仁 で あ っ た が，ボ リ ビア で は HPV ．31型 が 12／23 （52，2％ ）で あ り最も

多 い type で あ っ た．（3）当地区の 子宮頸癌症例 の 解析か ら子 官頸癌 リス ク 因予と して ，
　IILA ク ラ ス IIDRBPO401 お よび DQB

三の402，防御囚 t’として HLA ク ラ ス IIDRB1 ’1／302お よび DQBIsO604 が 明 らか に な っ た．（4）HLA ク ラ ス IIア リル タ イ ピ ン グ

で は ， Hl）V−31型 陽性子宮頸癌群で HLA −DRBI 　O901お よ び DRBI “0303Zの 頻度が 高い 傾向が み られ た．（5）∫
一’Pt頸郭ス メ ア よ

り得 られ た DNA を用 い て も IILA ク ラ ス 1お よ び IIア リル タ イ ピ ン グ が可 能で あ り，　 HLA 遺 伝疫 デ 的耕 究 に も有用で あ っ

た．【結論】子宮頸癌発症に お い て
， 優 位 な IIPV　type が 当地 区症 例 とボ リ ビ ア 症例 で 異なる こ とか ら，それぞれの HLA ク ラ

ス IIア リ ル が 認識す るエ ピ トープ が何 か 興 味深 く，こ れ を特定する こ と に よ り IIPV 抗原 ペ プ チ ドの 候 槭 を決 定 す る こ とが

で き る こ と を明 らか に した．
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【目約】子宮内膜生検ある い は 4 方向組織診よ りも精度の 高い 麻酔 1・予宮内膜全 面掻爬糾織診 （ATC ）に よ り，不正性器出虚 懲者

にお ける体癌関連病変の 発生頻度，子宮内 膜増 殖症 （H＞お よび子冨内膜異型 増殖症 （AH ）の natural 　l】ist。ry を明 らか にする。
【方 法】1989〜1997年 に，不 正性 器 出血 を訴 えた （紹 介 患 者を除く）1922人に 22091凵【の ATC を行 っ た．今 阿 H −E 染色標本の 再鏡
検 を行 い ，体癌関連病変の 発生 率，ホ ル モ ン 治療ある い は 子宮摘出を行 わず6’s’12ヵ 月毎 の ATC に て 3年間 fol】ow −

up 可 能 で

あ っ た H ＋ AH の natural 　historyを検詞
’
した。【成鰄 予宮 体癌 は54例 （2．8％），　 H ＋ AH は119例 （6．1％〉に 発見され た．単純型

H （SH ）70例 （3．6％），複雑型 H （CH）2D例 （1．O％），単統型 AII（SAH ）2例 （O．1％），複雑型 tl．H （CAII）27例 （1．4％）で あっ

た．無治 療 で 3年 間 follQw．up 可 能 で あ っ た II＋AH 　85例 （SH　51例，　 CIH 　7例，　 SAH 　2例，
　 CAH 　15例）をみ る と

，
　 SH で は，1

年後に退 行 す な わ ち正常内膜76％，存続20％，進行4％ （CH 　2％，　 CAH 　2％ ）で，3年後に は 正常内膜 87％，存続 13％ で あ っ た．
CH で は，1年後に 正常内膜82％ ， 存続 18％ で

，
2年後， 3年後 には ， 正常 内膜94％，存競6％ で あ っ た．　 SAH で は，1年後，2年後

に，正常内膜50％，存続50％で，3年後 に は全 て正 常内膜 で あ っ た．CAIIで は，1年後に 正 常内膜 8 例 （53％），存続 7 例 （47

％ ）で，こ の 正常 内膜 に退行 した 8 例 は ， 2年 後 ， 3年後，全 て 正 常内 膜で あ っ た，一
方，1年後 CAH が存＄kした 7例 で は ， 2年後

に は 6例 が CAH を存続 ， ］例ガ腺癌に 進行 し，3年後 には CAH が存続 した 1例が腺癌に進行 した．【結論］natural 　h孟story をみ る

と，H ＋ AII は存続 あ る い は 進 行する 率は 低 く無治療 で よ い と考え られ る が ，
　CAIIが 1年以 上存続する場合の み 治療が望ましい ．
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